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　吃音の発生については，その原因説が種々云われてき

たが，現在では情緒障害によるものだどいiう見方が多い。

特に，幼児期においては，新しい環境に融け込めなかっ

たり，母親のあつかいの変化などで，情緒不安定になり

やすく，むばしば，チックデ夜尿等と同様に吃音を示す

子どもがある。＝、そむてち、吃音については，’子ども自身が

思うよう1に話せないこ1とでフラストレ臼 トーされるので，1』

更に情緒陣害を重くしてしま孤ことがあるじ ド「い冨・

Nそこで夢・幼児期の吃音に対しては・1彗言語治療など直接

．に吃音に働きかけずに1背景にな至ている情緒障害に対

して遊戯療法を行ってその改善をはかることが最善の方

法であり，併行して母親のカツセリングを行い， 母親の

心理的な問題を解決し，子どもに対する育児態度を改善

することが有効であると考えられているる呂・、

ここで述べる事例は，・、母親との・2人暮しの環境で成長

した男児が幼稚園に入園後∫ 、難発症状で吃音が発生した

が，．頻発ではないので，・ 母親は放置 していた。 従づて，

子ども自身が気にし始めた時｝』母親が相談に来所し，』治

療に入ったがず 治療中に就学∫ 更に母親の婚約などの環

境の変化がみゆ，1心理的に緊張しやすい状態を招きレ’そ

のため吃音の症状も一進÷退の状態が続いた。 そ爾後，

本児の情緒陣害がほぼ改善された時，母親が再婚し，家

庭生活が安定したことによτり吃音も完全に消失したみ・、

．・ 療過程では勧初回は消極的で場面絨黙があり㌧治療

者には，㌧たまに単語で応ずるのみの回避行動がみられた

がi：次第に攻撃性を表出できるようになり5 同時に治療

者の語しかげによぐ応じるようになり，終了時には活発

で明るい少年になったる・この間，環境の影響を受けて何

度か吃音の症状が多少悪化した時もあったがド治療者に

受け容れられることによりヂ遊びの場面で積極的に自分

を表現して，、欲求不満や緊張を解消、していくことができ

た。そこで，家族環境の変化を背景とする母子関係と本

　H　事　例

　　　　　　コしバ　ンヨ　ド　　ロ 　ゴリヒ　ヘ　　 ロ

、二1．』治療対象児11＝K（男児）㌧5歳2ケ月（治療開始時）

　 2r 病Kの主訴： 吃音賦∫・ ：
へ

3．’しKの生育歴 ㌧1・ ぺ ・

Ul　l出生時及び乳児期身＝1妊娠中特に異常はなぐノ父27

才，・ 母26才時に正常出産で生れるずひとり歩ぎ1 才1ケ
月“ 話し始め・1・才6ケ月プその頃喘息で入院ガ投薬治療

により←応治ゆしている。∵・
’ 禽』∬シ1．1ドk

　②　家族環塊：1才6ケ月時実父が転勤で♪親子③人

の地方暮しになる62才6ゲ月時実父が病気により急死，

従らて・2才’8ケ月時に東京へ戻り タマソシ身 ソで母親と

2人暮しが始る6治療中母親に父親のごとを問うど’l　K

に実父の死亡を告げていないばがりかド写真などもKの

目にふれないようにしているとダカンセラrに述べてい

た。Kの6才8ケ月時，再婚の話が起り，カンセラ蓋歩

実父の死亡をKに告げてな“事にづレ・～て∫どう扱うか閥い

がけたらヲ琴は実父の死亡を知っている様子であるが♪

．家庭内ではお互いにタブ←視していて話題に1じたことは

、ない。1それ故≧再婚の際に実父のこ とは改めて話さな∫ぐ

ても大丈夫だと述べでいた。・　　 　l　l7』い」諏i 諮

　6歳8ケ月，Kの母親は1才年上の男性と見合結婚を一

した6父親がいない家庭は不自然だから再婚はKφ禿め

であると母親は述べているポ義父は外国勤務中に先妻に

死なれて，・日本へ戻り14才の娘と実家に同居じで虞だの

で多㌧ 再婚と同時にKのマンセヨ ンに転居してきだ♂Kば

2才年下の義妹ができ， ．4人家族になゆた。’Kは環境め

好転を素直に受けとめて，父親ができたことを喜んで、「家

族≧犬で一㌔」、と治療者に話すなどしている6義父は目旺

日にKとよく遊んでく れる。母親は義妹の世謡をするこ

1とでKがいじけないように気づかい， この環境の変化は

Kには負の働ぎは殆んど認められないふしかし〆義妹ば母
ド奥．
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　親に慣れにくく，自発行動がないなど扱い難い子

　どもだとKの母親は述べている。このため㌃Kの．
義父は心配して・ある相漸（義父叩嬢の紹介）

　を訪ねており、母親もよび出され七いる’とい5こ
　とである。

　③生計1実父はひとり息子であったので，父方の祖

父はKをかわいがり，母親への採助を十分にしていた。

同時に母方の実家も不幸な娘と孫に対して全面的に面倒

をみているので暮しにはこと欠かない。母親は自宅で週1

回幼児に英語を教え，Kに母親の働く姿をみせていると

述べている。初期に，カンセラーに将来の生計をKにど

　う話すか相談したことがあり，暮しは労働の結果である

という原則をKに教えたいからとも述べている。

　（4）養育状態：

　Kは鈴木ビネー式知能検査で，I　Q98，知能年令4歳

11ケ月（歴年齢5歳0ケ月），検査中の行動記録では，

検査室にはひとりで入るが，始めから涙ぐみ検査中何度

も「帰りたい」と訴えている。ことばでの応答に吃音が

頻発している。この検査は緊張状態にあって奥のI　Qが

調べられなかったという見解から，治療開始後再び同検

査を施行した結果，歴年令5才10ケ月，知能年令6才10

ケ月・IQ117・検査中体を動かしてじっとしていない，

と所見を得ている。

　Kは近所の幼稚園に3年保育から入園した。相談に来

所したのは5才0ケ月時であるが，その1年位前から母

親はKの吃音に気づいていたが，軽いので気にしないで

いた。 大分前から同じ幼稚園の母親から来所をすすめら

れていたが，K自身が吃音を気にし始めた時点で心配し

来所した6

　Kは母親や祖父母達などか．ら不びんに思われていたの

で，K中心の場面が多いと推察できる。Kは行動的であ

るが， 消極的な性格傾向であり，この生育歴からみても，

社会生活に対する適応が育っているとは思われないので，

入園後フラストレートされる場面が多く，緊張状態が続

き；1吃音が発生したものと思われる。

　：治療開始後も母親はKを連れて，Kの友人母子（不特

定）』、と41人で1泊旅行をしばしぱ計画し，実行している。

るの旅行はKには新しい場面の適応を強いられ，よい結

果とはなっていないd 又，Kの就学については父方の祖
父の圧力があって，』入学校の決定が遅れ，母親もイライ

ラしジKは情緒不安定を呈している。結局，区域外だが

徒歩通学のできる有名公立校に入学した。母親は就学迄は

あまり学習を強要していなかったが，就学後は学習に固

執するようになり，、政は叱られて2度，泣いて手足が硬

直状態を呈したことがある。この時の脳波検査では異常

第20集

は認められないが，「過呼吸による泣き入りひきつけ様

・のもの」という所見を得ている。受持の教師は比較的面

倒みが珠≦，また嘩．しい面もある人で，Kには相性がい

いと母親は述べ亡いるるKは就学と同時に当所の学習指

導グルrプに入り，月1回，母子で学習指導を受けてい

る。

　（5）予後17才3ケ月で治療は終了し，現在7才8ケ

月時では，’吃音は消失し，学習意欲も出てきて，成績も

向上していると，母親は述べている。

　4、治療：Kの情緒陣害に対する治療は，昭和57年1

月から2年1ケ月に亘って行われた。Kに対しては遊戯

療法を週1回行い，山本が担当し，隔週の母親のカンセ

リングは権平が担当した。

皿　治療過程

　　第1回（1／25日）

　　Kはプレイ室に入ると，・室内をそ一と見まわしながら

　所在なさそうに，ゆっくり治療者の方を見て，「ポク遊

　んでいていいんですか」，治療者は「え・、，好きなおも

　ちゃで遊んでいいのよj。そこでKは探索行動を始める5

　ロッカーダンスの棚から，先ずファイトマンを出し，ス

　イッチボタンを押して，バーベルが上手に持ち上づたら，

　次はドンケツゲ甲ムを出してボタンを両手で押してみる。

　群カポンを出して…と，治療者には見向きもせずに，次

　か．ら次へとおもちゃを調べる。新しい場所はKにとって

緊張を高めるのに十分なはずだが，遊臭のある部屋に突

然入ったことは思いがけず，Kの好奇心をかきたて，積

極的に動いていたようにみえた5

　野球ゲrムの箏をとり出したので，治療者が箱から出

　して，球をパットではじいてみせると，Kもやってみる

が，急に上達するのは難かしいゲームだか転タイミン

グが合わない。それでもKは， 治療者が球をバットに向

　って押し出すと，打つ，空振りする。10回位やうてみて

止める。サンドパックの人形が床上に立っているのを見

つけて押 してみる。人形は起き上りこぼしの様に起きる。

K，「どうして起きるの？j治療者「闘かってごらん」 K
は挑戦的にゲンコツで叩き続ける。それでも倒すことは

出来ないので，抱きつき，・取り組む。格闘になり，Kは

人形にまたがり，おさえつけるがダKも倒れてしまい，

でんぐり返しをして，頭を床にゴツンとぶつける。それ
．1 繰り返す。　　　　　

1’

　 　　1レ

　終了時間になったので， 「帰る時間よ。また，来週も

遊びましょう」と云うと， すぐ遊びを止め，黙って治療

者について部屋を出る。
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山本他ll家庭環境の変イピだ倖ぢ喀音あ推移

『ド遊びは行動的だ6たが， 前記め質問み他め発言はなく，

黙たと次々遊具を使い1緊張し七いるめが菱殆んど表情

「の変化はみられなし・U』r　r』序！＝1△・““ゼ11’ ’

レ母親のカンゼリ・ソグ｝母親ほ硬醇1、表情セ≠本などの

知識から録子関係に問題があると吃音が発生しやずい と

いづ乞と泥友揆し七いるようセ子どもめ吃音と自分あ問

題を全く結びっけようとしない。∵二1』・弘∴㌧lP〆ドい・1＼

　第2回（2／細）・・㌔二』・㌔曇1く ∴r』「・㌧・・’＼

　哀はプ』レオ室に入…ると〉床上に空気が半分抜け亡じま

らで1半分倒れがけ七いるサン’ドパ夢グの人形に注目じ

て，K「どうしたの？J治療者「空気が抜けているめぐ

だがら入れま毛まうj尿シゲを老ウトし亡≧㌧治療者が先

参や・っでみぜ妬rこ協どKぢ柘押して〕込云づ・と特

っていたように交替する。空気が入った人形が立ち上る

乏手Kは姜心したように自を他ぺ移云ボ机上≒ごある永戸

黄門漫遊ゲー法渓双六形式ンを昆つけそ蓄・ドご耗寺る」ぎ

治療者はルールをkに話しながちゲニ去をす歩あるが評

k醸妻イ■ロあ数に合わせそ駒を進あ名ぷそれでゲ最後

に治療者がrkぢ塾んの勝ね奮・iと去うと1》k億守よふち

た」』 らぶφ1くよ表僧ばま充堅》、占く：」y』 ￥包乞」㌧1㌔iし；躍

』第3回ん5何（・2ノ⑧自ん 2／22日）［ン・ △』r
郭治擦者め顔を見るとKほ「喬甘も遊ぼろ∫と先にたち

ぞプレィ室ぺ入る各：藍r水声黄門ゲ」ム』し乏いあゴ とず

積極的に始める己終づた時治療者がr忘略やんめ勝ぢね1

と去うと1 政はかすかに表情を柔らザる6Fづ 黛党顎鉛

　立ち上って，K「レールをやる」と言って，床上にセ
Fジ トきれているブラレ」ルあ上あ電車め沃イダチ書ズれ

る6㌧ぞして1廻ゆ，ll2廻りじ亡見て！玩具箱の中参ら壱

う1台車輌を出して走ら規＞治療者ぼドもう一う走らせ

よう が上と去寡せもらめあ電車壱走ちぜる3始あ，治療

者がレールの醸をしていたが・rK塑騨翻1と
言うと，Kは忙しそゾニル転換をしli二3台が追δら追わ

馳づと走ぢめを見ぞ1 次第に興奮してぐ…るるハ 蝋てr
ヒ1 i次め画にほ4台の電車を是らせ：11；ぶっかち合うゐを見

亡薗白がり，、kあ手セ電車を倒1δためしでまぞ衝突IP｝逗

突郭脱線，』r横転を笑を浮！ミぞ楽しむよkほ窺客酌な立煽

ぞ仕掛天と‘、う橡争さあ蓄ぎ終わの時商になり治疫着が

午今日は終りよ」と去う苫ぎ二瞬イえ1ウ」・セ不腋ぞ参に

ずるが弥思“なおゴじたよ＝うにプラレ鼻」ルをぎれ郎紀片穿

けて，満足した様子で帰る。　　　　　討・メ浦J“i 」

レ母親ゐカジセリジグて2／3日ンi壕；んがが流狩ぢて

い亡ジ母親とデンジ“L》シどづとをじ差が冒翁♪苺窺

香ほもめ足りなも、まうだと交窺あ“なし、と左を慧謡むて

．“るよう・さ港各。メ早く寝がぜたい と思っ七6るがllTV
めまんがを見るめで，ナ宮時に寝かう唾）がφらとであると

母親が誤舌しマrし～るポじ　　ルさ一ン”1毛父・ンニ珂5‘ 藤漁∵＝

＝㌔ 6何べ納向ぐ31／ ・1・日ん4ノ112日）“ぐド・1 」㌧；＜△・ll

　8回目になって急に，来所した時から吃音が目立ぢ，5

そφ後1・ケ月この状態が続いてしまう。乙 7向目は1くを連

れ七来ためは母方φ祖父密ある。｝この2』髪3日母親が病

気で資｛く（ほ祖交宅に積け ぢ筋ていたそづでおるゾ♂

irli遊びは毎回水声黄門漫遊ゲ召ムを楽しん噂やる♂ラヴ

キ」箇所に正まると嬉じそう獄表情をするぎ必の箇所べ

止まるとお金が増えるかららじ“よ勝負の決ゆが解ぢな

いので，治療者が毎向『rKlち堕拓ζめ勝ち」・ll誉去う♂1次第

紀Kめ勝ぢが習慣化されてぎ亡ノ何の感勤もな之撃次の

遊び嘱と移るσ治療者が「何して遊オ典ぜ籔F牙嵩寿■

繭船オベ輝勘旬」1！乏潅めとζ醗語鰍
齢悪い謁回から鄭趣るミ）ジ妊ウ葡遊びをひ
とりで積極的に出し七ぐる。？浪を桶に汲み，・牛に飲ませ，

．牛乳絞疾・ミ｝ルグ飲ぶ入形に哺乳壕で飲ませるまぞめi

連の操作をくめ返らオ硲ぞ3“辺めほ水だちけになるがお

梅溢なく熱中するぴ次第に興奮℃七きて』「これ1㍉～らな．

い」と云ち亡汎形あベピ年厳を脱がず6・面がち飲ませ劉

おし っとを出号人形をさかさ瞳ピそ1・お尻がら氷を天劃

るぎ装にをづてば｝1そ・粕ま渉ん窃セなぐ1 1道具とじ之受

けとめ宅硲るがぢだろ夢瞥恵ら奉，・r客観的にみる奢診残

酷な葬ン窃瀞Fあ鱒蓮に1ミノレクを鰍せるあ？ヨ

Kは「そう」と答えセ草然乏讐そ続分るひ次臨辞乱塞

に年み葭がら じゃ劣琶寧磨芝永をが吟始める矛永遊びが一

姓ぎだから乏群うだゆ古壕賜1遊びを自由自在に巳そ“

る中此；・ひき込ま耗評熟中ず葛ぎ↓ビ》もなkあ遊びに5『1治

療著1鵬観者あ立廓とされて腺う6一介入ずるに‘ま抵抗

蓉え感ザ洛。・㌧耽＞論1ン∫・’嫁一 ドド い’ ・踏
　1終り簡近参楚塾遊び恭幼れiる。 rそとちを按索・じ七いる。

治瀦がr宗笥磯流な1弥を誘う燦直に梅舜
‘方をずる詳運動畿能庶年合段階より発達しセいるので

受けるめも疫みるのも£手ぎ荷向渉続くrと椅字の上に立

ぢ夢1蔓むで『毒あ禦心分を歳る豪全力を出し捧当勿栖わ

り，かなり熱中してくる。ボールの投げ方なゼ士手なあ

礫嵌者ぼほめ蹴ぞあど酷を蘭き猟鰻よ1
うにみえな壷～箭痛あ紀K書鮎ド蜜売寂〕姦垂羊を撮づ紀グ畠葛。

縮螂頃ほ暗磁舩≧一巌1κ翻畔薮．
裏惰も毒靱・憾（蝿弼誘縄 蒲♂監・演≦1』』

　》母親のカンセリング（3／15日）　：一母親の話だ；とチ

近頃ほ吃励癒ぐ樹都る．それ齢月12臼蓄鄭薗の

行蜘劇をした疏が海磁齢∫あ歳廊鹸験．
底な‘、だろうめも二それ之祖交が字を籔え込もちを写ら出

・し七いるどとも影響虞幡と恵う髄週簡前婿海親

ほ熱を出『してKを実家徒預け七ひとり馨しを℃だまそあ
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時孤独を感じて，父親がいないことは，Kに対する責任

が自分だけにかかってくることなんだと考えてしまった

と述べている。．

　〉母親のカンセリング（4／12日）：3月29日に伊豆

へ旅行し，4月10日にも小桶園へ旅行している。いずれ

も，Kの友人母子と一緒なので，母親はKのためにい

いことだと思っ ていると述べているが，カンセラーは親

の気持でKを引き廻しているようでKのためにむしろよ

くないようだと感じていた。

　鯛2回解20回　（4／26日～’7／19日）

　この頃は来所すると準備室へまず入り，Kは自分で遊

具を選ぶ013回には，スターバード（ジェット戦闘機）

を選んだが，、たまたま電池が入ってなかった。治療者が

「遊んでてね。すぐ持ってくるから」と云うと，Kは首

を横に振る。 「いきたいの？」K「つ一れていって」，

一緒にエレベーターで3階まで電池をとりに行きながら，

「おうちで，お母さんがお使いに行く．とき，ひとりで留

守番しないの？J　K「っれてってもらう」と言う。Kの『

心理的な不安定さがうかがえるような気がした。

14回には久しぶりにサンドパックの人形を出して，刀

ハンマー，または素手で，、人形なち年向う。取り粗み，

水をかけ・投げ飛ばす等，真剣な表情で全力でぶっかっ

ている。人形のビニールが切れる。空気が抜けて倒れる

ξ，Kに勝利者として満足して帰る。

　この頃は吃音は殆んど気にならない。そして遊び方は

目まぐるしく，次々と遊具を変える。毎回やるミルクモ

クモウの水遊びと水戸黄門ゲーム1弓続いて，ポカポン，

ファィトマン，カニとりゲーム，金魚すくいなど壱治療

者とゲームする。どれもKはたくさんとり，勝ちたいの

で，道具を放りだして，両手を使い目茶苦茶陛なってし

まう。このようにKは次第に攻撃性を前面に出してくる

ようになり，大きな声も出るようになる。続けてしたア

イスホγケーゲームなどは観声を上げ，夢中になって，

自分の操るゲーム内の人形の仲間入砂・をして，指で球を

運んでしまう。

　 1ア回終了を告げた時には，車に乗って治療者を追い

かけまわう。治療者が逃げると，はやしたて笑いながら

ぶつ，か？てくる。再度「もう帰るのよ」 と云うと 「ヤダ

ー」と甘え声。治療者はKとの間の垣が一？とり除かれ

たように感じた。

　〉母親の寿マセリング（4／26日） 1．「男の子だかう，

勿稚園からぴと りで帰ってくるように云ったら，メソメ

ソ泣いてるんですけど，どうしたらいいでしょう」と母

親が寿ンセラーに問いかけたので，「Kに早くしっかり

してもらおうと思っていられるのでしょうが今吃りがよ

第20集

くない状態で不安なんだから，Kが迎え曳に来てほしいと

云った時は要求どおりにしてあげた方がいいんではない

ですか」と答えたが，母親はそれに半信半疑で，「子ど

もの要求どおりに動かなくてはならないんですか。」と

つぶやいていた。

　〉母親のカンセリング（5／10日）：後楽園に伯父さ

ん（母の兄で実父の友人）と2人で行けたことでKは喜

んでいた。母親もよかったと思っている。

　》母親のカンセリング（5／24日）：近頃は喘息が出

ないで体が丈夫になった。そして吃音の状態も良いと述

べていた。

　〉母親のカンセリング（6／7日）：前回では吃音の状

態がいいと云っていたのに，今回は「この頃吃りがひど

い」と云っている。

　〉母親のカンセリング（6／28日）11週前はKが発

熱し治療を休んでいる。Kは風邪でも幼稚園を休むのは

嫌いだと述べ，吃りも悪くなっていると云うので，カン

セラーは「かぜの時など健康状態が悪いときには吃音が

ひどくなることがよくあるから」と話した。

　〉母親のカンセリング（7／5日）：．母親は「吃りは治

るんでしょうか？」「いつまでかかりますか？」「見通し

は？」 と不安になっている。カンセラーは母親の不安を

受けとめながら，「この年令では1年以上かかる人が多

いんですよ。努力しましょう。」と云うと，母親は「小学

校までには治してやりたいんです。」と，あせりが出始め

ている。

　〉母親のカンセリング（7／19日）：Kがひとりで買

物に行けるようになり，親として自信が持てたと述べて

い多。また，「幼稚園の泊り保育で箱根へ行き，帰宅し

たら，ぐっすり昼寝をしていた。充実感が持てたらしい」

とも話していた。

　第21回～27回（8／16日～9／27日）

　治療も2週間休みがあって，その間Kは2度海へ出掛

けてき孝と話し，日焼けして逞しい。この頃は毎回，初

め曝少し吃るが，遊び始めると目立たなくなる。野球で

もよく自弓主張をするようになる。　「ボク……」「野球」

は難発である。23回，Kが母親より先に来て，母親の伝

言を告げた時，単語毎に連発状態であった。 また，治療

中に全く吃らない時でも，母親の元へ戻ると 吃ることも

しばしばある。

　24回からは，治療者が投げて，Kが打つパターンで，

殆んど毎回野球をする。「アウトが3回になったら打つ

くは代わりましょう」と治療者が云うと，K「ぼく代わ

るのいやだな」，「それならいいわ」。Kは安心して打ち，

走り，得点を黒板に書く。汗でびしょぬれになる。K「あ
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・した野球に行くんだよ」∫誰と行くの？」 K」「ぽくとママ　　耳は力強く床を拭く。・その後ボヶル投げをするづ時間の

と○○ちゃんと○○ちゃん（友人）と」この頃はよく野　　終を告げるとル・耳はすぐ遊びを止めて母親の所侭とんで

球を話題に自分から治療者に話しかけて、くる6・．　　　　　行く。母親に甘えて吟るのがほほ笑ま／しく写った5vl－1晶

、帰り際にKはよく床に水を撤き散らすδ注意すると…　　　》母親のカンセリZグ （11／15）・』：・先週Kは水痘にか

K 「もう終りだからいい」と云って5 床が7面水びたし　かっていたが，旧が腫れあがりひどかづ1たそう1である61

になる迄続ける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 就学校については，ノ、移籍は済んだのだが，）色々やかまじ

　〉母親のカンセリング（8／6日）：伊豆と千葉の海へ　　くて；・まだ決うていな髪）6どこの学校へ行くか告げられ

泊りがけで行ってきてい為。 車で行った時；♂ Kは車酔い　ないことで弘Kを不安にするんではないか ど困っでいる

をしたので，、自律神経失調を起しやすいのだろうかと心　　とゲ述べb 工近くの学校がいやな嵐私立へあげてはどう

配している。i”　甘 　　　　　　　　　　　　　　　ですか？」ど麻ンセラrが云う一と，…私立なら輯流校でな

　レ母親のヵン勺リング（．8次31日ン1＝rパチ．ンコ玉を　　いと駄目で今からではむずかしいと云う6・汎

飲んで大騒ぎしたんですよ』・と，、病院へ急いで連れて行 　く』第32回酌35回 て12／6，日僅12／27ン三gl　1∴ ・二 1／i

き，レントゲンを撮ったりなどしたらしい。下から出た　　箱庭をプレイ室に置いておぐとのKlま興味を持ち‘1砂

らしく何事もなく済んでよか？たと話していた。 、　　　岱手を入れる5汀ここにいろいろあるでしょ。、どれでも

　〉母親のカンセ・リ ン：グ（19／20日）：．今回また吃りに　　好きに砂の上に置いていいのよ6j早速・Kは始める5見る

ついて不安を述尽ている5r学校5行うて吃ると困る」 　と舜むかで…とかげ等翅虫類ばかりを探して無秩序に並

カンセラrは、
「どうしても治したし》とあせると・ゼ・子ども　　べている。次に・それらに砂をかけ始める。・炊第に砂を

に影響を与えて却って治りにくいんですよ」』と親の気　　かける手が上がっていくよ砂が箱の外“も散ぞゆr砂遊

持が子どもに影響を与えるてとを母親に気づかせるよう　　びをするんじゃなくてレ1箱犀を作うのよjと注意すると・

に努めた。　　　　　　　　　　1∫、　∵ 、・ り、・ 　K　r「知づてるよ」と云ってもボr相変らず続けるので砂が

』》母親のカγセ
リγグ（9〆27日）l　Kの就学につい　　周りに散る。三聴「お水入れようか」、と治療都ζ同意を求める。

て琴ち父方の祖父が有名公立校に入れたいと云っている。　，しか賜梶rもう止めようか↓と治療者が云い返すと〆K

カンセラ〒は』r近所のお子さんと〒緒の方がいいのでは」　、「いいよ」・と6’そこで，治療者が箱庭を片ずける占I 1』

訪

と勺1母親は「近所だと，父がいないあを何かと聞かれる　　・・Kは黒板の前で黒板消しの白レ｝紛を益自分のズボンに

ζとが嫌だから」と述べている。　　　　　　　　　　　 熱心に塗うてい る。・治療者が・「白いズボツにするの♀』

　第28回～29回．（10／25臼」1ズ1日）　　　　　　　　K・「ちがうJl〉「どう1…して黛」K「お母さんが驚く＝か・ら≠お

　治療力綿週間抜けたゼ、f先週の日旺日はここをお休み　　母さん喜ぶよj　i　r｝そう書いながらヂKはチ強耐クの紛をゼ

して耳ちゃゆは何してたの？」 K、「旅行してたの」「そ　　せうせとズボンに塗うて如る。』帰りに母親はそれを見て，

れでどう・したの？」 K，，「かぜひいたよ」。1 、h　討．二、　　 「まあ門」，と目を見はる。．Kは照れくさそうにするご・治

1．、レ・母親のカンセリ ングく（10〆25日），、：Kの母子鉢入学　　療者がrお母さんが喜ぶからづて∋ンね7」と註釈をづけ

希望区の親戚の家に転入手緯をとうたと云っているφ K　　てやるし母親は／「涙が出る程うれしいわ」と。・Kは得意

の入学校は父方祖父の云うとお・りにずることになった。　　そうにして先になって外今出るσその後姿を見ながら

実父はr人息子なのでKのζ と崇後継ぎだと父方祖父は　　ずかまうてもらいたいんですね」と治療者が云1うと渉「そ

考えて経済的にも援助をしてくれているので反対はでき　　うですかjlと母親はなさけなさそうに云う61P∵蚕了戸遅

ないのだと述べている。　　　　　　　　　　　　　　　 、レ母親のカンセリング（12／す日・） rl：地域での就学テ

　第30回～31回1（11／15，・11／22日）
一r

e．　、で　　ス・トがあづたのだが1 吃りが出たそうであ』るぴ近頃は谷ツ

』Kは
1週前捻水痘にかかって休む。今回，・Kの表情に　　 トの中で話しかけるようになったので，同室で寝ている。

，柔らかさがある6遊びにもリズム感が出てゼ話し方もぎ　　甘えるようになってきた。カンセラーが 「甘えはつづぱ

こちなさがとれたように思う。病気中は母親と 2人で家 ねるのでなくて，甘えさせる方がむしろ離れられるんで

にひきこも っていたらしい。治療までの待ち時間も母の　　すよjと云うと・「前からそう聞いてるので・’一甘えざせ

膝の上に抱かれている。㌦　　　　　　　　　　　　　　るようにしています』と述べている6・チ昔嘗ク遊びは喘

　K「ミルクモウモウしたいな」と準備室にとりに行く。　息があるので余りやらせたくないと話して喚た6・』㌧ンe

相変らず，机や床を水びだしにする5治療者が・［困うた　　　第36回～42回（1／10日～2／21日） 1 ヒ「1・ 乳：1』：1ン～な

わね，こんぢ水だらけじゃづ拭かなくちゃ♪と云うと，　　・乙Kは治療者の顔を見るなり，左薬指の包帯をっき出し

Kず拭くのどうする6？蕗 一緒に俸雑布をとりに行き，　て「怪我したの」ド「どこで怪我したの？」l　Kはすぐ答犀
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ない・少し興奮している様子である。・治療者が再度きく。 くって3枚程画いた。次は木切れを室の隅から見つけて

K「公園で」「公園Fに遊びに行ったの？誰と？」又，K

は答えない。治療者は又再度きく。一K「友だちとJ，「友

だちと遊んでて，どうして怪我したの？j　Kは面倒そう

にして，治療者の持ってきた新しいゲ」ム（ディズニィ

ランド）を出していたが，K「ころんだの」更に治療者

はきいてみる。　「ころんでどうしで指が切れたの？」K

「石で」と即答する。「石にぶっかって血が出たの」K

Tそう」「痛かった？⊥K「痛かづたよ」と顔をあげて云

う。 Kは翼奮して話し始めたので，難発状態であって治

療者の質問に答え難くなってしまうたらしい。ゲームは

Kの4連勝。K「どうして先生』負けてばかりいるの？」

と不思議そうに，半ば得意そうに云う。・

　その後，Kは刀1バット，トンカチを背中やベルトに

さして1・サンドパックの人形をそれらで叩き，刀の先で

無理にビニールを切って，上から押してペチャシコにし

てしまい∫意気陽々と帰っていく6

　39回と40回には， 黒板消しをズボンに塗り，チョーク

の紛で白 くしてしまう。 母親が喘息を心配しているとカ

ンゼラー．に聞いたので1 治療者が，「その遊びは喉に悪

いか・ら止めようか」と云うと，Kは黒板消しを治療者の

スラックスにつけようとして追いかける。治療者は逃げ，

Kは喜々と．して追いがけまわす。　rもう今日は帰りまし

ょう」 と息を切らせてレKを抱き，2人で笑ってしまう。

　〉母親のカンセリング（1／40）：人なつこくなって，

誰とでも話すようにならたそうである。「父親がいない

ので淋じいのでしょうか。私だけでは不満なのかしら」

と母親は述べている。また，母方祖母はKのねだるおも

ちゃ・を何軒でも探してレ買ってくれるのだが，いいのか。

と蘭き，更に「私はそうしないけど」とつけ加わえる。

カソセラーは「おばあちゃんは甘えられる存在なんです

から，いいのではないですか」と答えたご

　〉母親のカンセrリング（1／24日）：この頃はまわり

道して友だちと帰づてくる。荷物をジモンケンで，持ち

っこをする。交通事故が心配になっていると述べ，友達

がでぎるのはいいと思いながらも母親の両極性がうかが

われる5ゆ．∴1、

ドリレ母親のカンセリング（2／7日）：吃りがよくなって

きていると云っている。

・∴ 43回曽47回1（2／28日～4／4日）

　Kは準備室から思い出したようにミルクモウモウを持

って来るる以前と同様に遊び，辺りに水を散らすが，異

常な熱中状態は見られなくなった。

　絵の具の華を見つけて，K「えのぐ，えのぐ」とせわ

しく，1治療者に注文する。 画用紙にえのぐをただ塗りた

きて，セロテープで舟の様に作り，K「これもらってい

い？」「いいわよ1と治療者の許可を得る6K「ボクが作

ったんだ」と母親に見せて，生き生きした表情で帰る。

　レ母親のカンセリング（3／28日）：ぎりぎりになっ

て，希望していた就学校に決ったとのことでほっとした

と述べている。

　第48回～55回（4／11日～6／6日）

　入学したKは，治療者が聞くことにきちんと応じるよ

うになる。「何組？」K「1組」「先生は何というの？」

　「○○先生，2組は山本先生っていう女の先生だよ」と

ひきのばしのある話し方だが，吃音はあまり気にならな

いo

　r定期持ってるんだ」とそれらしい物を首から下げて

自慢そうに見せる。電車通学の友人の真似で，Kにねだ

られて母親が作ってあげだそうである。Kは時々大切そ

うに物を持ってきて，・治療者に見せるようになづた。

Tメリーちゃんのママに買ってもらったんだ」とロープ

人形。次の回は腕時計。　「何時？」と聞くとK「いいの』

と後にかくしてしまう。

　・この頃は，チョークを折って投げたり，床上で粉々に

したりするようになった。51回までそれを続けたので，52回

には，治療者はあらかじめ黒板にチョークを1本だけに

しておいた。野球をして得点を啓く時のチョークしかな

いのにKは気づいて，rどうしたの，ないよ」。1仕方な

く一緒にとりに行き，Kは箱ごど持ってきて，一握．りに

つかんで，治療者に向って投げつける6治療者は応戦す

るためにKをくすぐる。Kは「キャッ，一キャッ」 と逃げ

まわる。逃げながらチョ 一クを投げる。床に散うたチョ

」クを踏みつぶし，粉をバイクに塗って，粉だらけとな

って，それに，熱中してしまう5

　〉母親のカンセリング（4／11日）：大人8人子ども

14人で東名バスで川口湖へ行ったと述べている。

　〉母親のカンセリング（4／25日）：この頃吃らなく

なったと喜んでいる。

　レ母親のカンセリング（5／8日）：また吃りがひど

くなったと云い，給食の袋を忘れたとき，泣きながらと

りに戻ってきたなど心配している。後で解ったことだが，

この連休に母親は見合をしている。

　1》母親のカンセリング（5／30日）r　l参観日の様子で

は，Kは楽しそうだったし，友人関係もいいし， 安心で

あると述べている。

第56回～61回（6／13日～7／25日）

　この頃は毎回前半は野球をして室内をよくかけまわる。

その後，治療者を犯人にみたて， パトカーに乗って治療
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者に向って投輪（輪投げの輪）をとばす。次第にエキサ

イ．ト してきて， チョrクを折り粉にす るゼ「学二椋でもそ

の遊びしているの2』と聞く1とレKl「ちがうタ」．「先生

にお ζちれるか、ら ？j　K 「おζられ餐い劃 』してないも

の」 ・「そう 6』先生はおころうかな」．・と云う・とKは考え込

　むび．「お こればしな恥？」 耳1．「する」 と翼剣な表慨で云

』う。治療者嫁思わずほ揖笑んだ。そ して， ．次回に信新し

　レ》テ ヨ・rク、10本を置いたが，・野球の得点馨き、に使う！鴻け

で，折 」ったりしンな くな？ た。』、」　，’弓　 了1引　．

　かぶと虫罫次回はすずめをr籠1；入れて持参。K捗相変

　らず大切な物を治療者に見せて くれる6 1く二「羽が濡典て

飛尽蟹か、ったから、捕ったんだホ」・と話している。ジぼ・こ

　．．其は4月から当所の学習指導グルrプに入って丹真 回

の指導日に参加しているが範、プレイ睾∫1（個別指導迄の待

　ち、時問，．恕年生と幼児炉遊ぶ室〉｝に永むず藁毎回痩治療

者の手を擢った牢まである。 し 、ン』∫　㌃讃r ＿㌧・r

　、6q回には久しぐ影をひそめπいκ吃音輝出て酔る6二6

　、』』〉母親のカマセリング美7差3。日）一 、； 8月 に再婚する

　ぐとにな？た．と話すρ4月末艮見合いを．してち 、何回かK
　を連れて会って．いるそうである。 父規になる入は女児が

いるので，．気が楽なので決めなと云う。、姓が変る事は・・

　馨馨の籍牟う抜く事で1人だけ残るのにおかしいからと

　Kを納得させた6、ま卑，結婚の相手を伴？てKの実父方

　Q祖父にあ野さ？に行うた。1祖父は1「かわいが》てやっ

　てくださ摯」 諸1あ吟さつ二してし♪た。 母親はく 「父親の塾な

　い家庭は不自然だから」 と再婚の理由を強謁七ている。」

　、．＝レ母親のカンセリ！ング鵡7〆18日／：前に述べたが｝ll実

　父の死庫を鼠に話していないがず・ Kにどのように話すの

　二かとヵ玄乍牙マが間う・と，，Kは実父の死んだζとは知づ

　て吟望母親頓悪いと思い話題には出さないようなので放

　…φ∫諮硬て大丈未だξ、思かと連ざている。貯 ・

7第62回翼颯、・（8必22日麟2／26日〉マ』シ 、ご……．．（ 二

　　母蝦が再婚し， 譲父≧義妹が転居してきて新し．女）家庭

　・になるす才ヒイ中よく会話ゑす禿ようになるす琿・rぐの

　ボールを買ったの」「誰に買や ても・ らうたの一？」 ：「お，とラ

　さ痴』ρ』「昨、日貫何して却の？」．r K 「家族で家にいたよ」

　向とか二ておと うさんと1野球5レ牽占」〔僕カミ打 った！争だ」．と

　鮫かにも嬉聾そう嬉諾す9』 餌遜・・．』〆
『誤ぐもド： 5＝｝冑

　弓プレイは相変らず顎野球をして，後半，，画を、かく，．木

　切れでエ作，．ゲーヘL輪の投げっ、ζ等をするがヂ以前置ξ

　比ざて情緒の安定が感じられ1る。又・1話もよくする様に

　なりF，一吃音は消失レているも治療者が・〔学校でr番好き・

　なID鴬なあ に？」 と聞く、と敢 「お給食∫・次は図工」ぐ答

　えている9 1灯1』＞ 1ヒ』
ド

、1

ム
』111｝ 一』』1

　ρ・、68回の前に家族旅行そ，し零う治療者が野球をレながら・

　、「昨日も野球したの？，」 一Kヤ「泊まりに行ブた趣旺誰≧？」

　K「お母さんとUちゃ！レとお父さん」・，』「そう護こ耳・「野球

　の物持や、て験かなか？ 左からあ K越構やず話レ頂いるウミ・

　又吃音がみられ1る。、1．1官： 　一、、．』、』』 r〕、瞬“、

　　〉母親の衷％センリング》（8Z22日）il ；結婚式1も終り・

　義妹を連れて来たのでジカ1ンセリ・ング、も廊下でしな彰母．

　親が花嫁姿でいし，）気分でいたら，，．』K！「ヌマきれいだね」、

　とム前で云，うので恥ずか㌧かったd球た・rマヌ結婚にヤ

　度しかしてはいけな㌧）痴だよ」・とも云いp「淋しく思った。

r．、』 ト》母親の々凌焼リシグ浜9／ユ9日〉零』「K炉ノ》濯云ニ

　カの練習を・し震が，、うまぷ出来尽1くて泣いて手足が痺れ

　準」浮妹潮意志を表現 ヒな獣で困ろ。ぐおしわζを し壌る訂

　》「義父は テ ヒゼを見なが．ら食事をしてはいけ尽やξ云う恥

　などと愚痴牽並琴る這・rそレてジ∫卜乾レごを見ながらは恥

　サな炉ですミかjと、聞くゆ々ン豊ジー‘よ）「ながら族の時伐だ

　から色々出来る方がと設私眞思ってますけ、ど』．母親越う

　な．ずくす　 焔「ヒ へr・ジ＞（IV、弓・で） 弓就 3．｛1』』’
∫： 麟τ・l

　　l、瞬親のカ・次旦ング脚／零P》 麟妹の問題を輿す・

　自分の意志で何も出来なか子，〉夜中に泣く池．私嫁放うて

　お七 ・た方が瞭、い’と思・うが討父親があやす。着衣を自分で

　選ばせよう1ど議おが出来な1“の娘父親がしているゆだか

　ら私の教育が出来な齢δシーど述饗て喰るる曽 ・ゾプ、1謀 L宮

　　》母親の力貞！宅更リ シ勿1∫iU／21日）、【：Kの友人が交通

　事故で死亡したので，Kの通学について心配レている飢

　．：i》母親のカンセ虫泌グ｝く強2／ユ2日） く＝・5・K，の轟妹の

　知能テスこドを やったと1ζンるふ錘．Q・11．9｝でζあ る‘。弓月

　発的嫁行動がなレ）ので知能程度を調尽たいと母親が父翠

　に内証で，テストを受け、さ 欺属・とが後にな．うて解ヴた。

　　レ母親のカンセリング（12汚20日菱＞量残嫌のなとを父

　親が叱らな蟄占不満そうをこ云うび次便の仕末が衷だでき

　ないのは，教えられていな壷・からだと母親は云う 湯ゑち

　せよゆ とする亡す路泣くので，（，、い1じめでいるよう頂塾や

　、だと不満を述鵜て7いユる3　 べ、♪“阜－』∵；・㍗∫・＝｝よ∫i・ジ」ジ㌔ごご

　ト∫第74回7ア8回《電ゆ23日撫、2∠2Q日）』、 i』（A羨・バy・隷’；

　・二今回から太ボ＞きルを｛と二筋幽レて・， サヅカ、マ を始凄る．61

　Kはサッカrは上手で，、足で蹴り』，．膝で蹴上げる ，！頭で

突軸脅燦でサ勉rをするよウ番こ輪て力嘱冷

　療者がガ「昨日は何レた⑳？」 堵聞く亡K・rお父さ凶亡ッ

　』シカー、したよ」』と．云う’よ多う一になるゐ k、
ド

．曳C』Y 1；忌．、¢

　． 三75回 には写、政浮お父さんと サシカ，1クラ、ブに行っなの」

　　「どζにあるφ？コ滋汗公園だよ』 r子どもがたくさん
　入っ、でるのね』1玲・f子鑑もミも／し、・1るけど，i大六もたく一さム

　やってるよ」「お父さんもやったの？」、 K 「そ．う第お父 さ

　んがやったんだよ，僕がっいてったんだよ」とサッカー

　をしながら話す。　　 　　　　　　』ii　蓉　1i
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　帰りに母親に聞いたら，「公園にサッカークラブなん

てないですよ，よくそういうデタラメ云うんですよ」と

云う。ア6回にも』友達の誕生日会で出かけた日旺日は，

K「うちにず一といたよ」と治療者に話している。

　77回は珍らしく20分も遅刻する。Kは治療者の顔をみ

るなり，「学級会で……（云ってることが治療者に解ら

ない）………していて遅くなったんだ」と一所懸命な口

調で理由を云う。後2回で治療終了をKに告げると，K

「わかってる」と視線をそらして云う。

　78回は，箱庭をプレイ室に出しておき，すすめてみる。

Kは素直に始める。以前とはちがい，砂遊びはしない。

翅虫類が多く使われているが，・全面に， 家，木，乳母車

様々な動物，人など，40位の小物を散らばせて置く。K

は「ライオンここ」「神さまここ」等の他は殆んど叙述的

な発言はない。全体的に並べ方に何の意味もないように

見えるが，何かおおらかな雰囲気をかもし出して，Kが

何に対レても心を開いてきていることを表現しているの

ではないだろうか。帰り、ささいなことで義妹を突き倒す。

　》母親のカンセリング（1／23日）；吃りはよい状態。

義妹の扱いについて問うのでカウンセラーが義父に会い

たいと申し出ると，義妹を父親はある相談機関に連れてい

き相談しているので，母親がそこに呼び出されていると

話す。「ではそちらでよく相談した方がよいですよ」と

カンセラーは云った。

　〉母親のカンセリング（2／20日）：前回母親が話し

ていた相談所へ行ってきたかとカンセラーが聞いたら，

義妹がなつかないで困ると話していた。1まだ相談所の呼

び出しに応じていない様子である。

　第フ9回（最終回2／27日）

　治療者は先ず，「今日で終りだから好きなことをして

遊ぼう」と云う。Kは軽くうなずく。

　遊びはサッカー，次は野球，しめくくりは絵を画く。

どれもそれ迄と同じにやるが，どこか貧欲な様子が感じ

られる。姶めから終了まで数回の吃音があづて，治療者

は気になったが，Kは全く気にしていない。帰りも，K

はそれ迄と同じ様に元気であった。

　レ母親のカンセリング（2／27日）＝義妹が発熱して

るのでマンションにひとり置いてきている。母親は義妹

の生治習慣の自立ができていないことが気になっている

と述べている。Kのことについては心配がなくなってき

た。Kが「妹が家にこないでパパだけくると思っていた1

といっているといい，母自身も妹の存在が気になってい

るように、思われた。

w　考　察

第20集

　Kの吃音は幼稚園に入って数ケ月後発生したことから

考えると，それまでの母親との2人暮しから，新しい場

での多くの園児や先生との遭遇はKを心理的に緊張させ

憶病にしたと思われる。おそらくKは就園迄は母親と

の人間関係が主であり，父方の祖父や母方の実家でもK

は拒否や否定に会ったことはなかったであろう。従って，

Kは幼稚園生活の中でいろいろなことにぶつかり情緒陣

害を起し，吃音という症状が現れたと考えられる。

　はじめにも述べたが，現在では吃音の原因は情緒陣害

に依るものだと多くの心理学者が述べている。

　特にことばの出始める2－3才の頃は，周囲に興味を

持ち始めて，母親に向ってそれを報せたが？たり，要求

を出したりなど急速に知的意欲が発達し，それにともな

って伝達手段としてのことばも増えてくるが，気持の高

ぶりのためにことばでの表現がともなわず，吃音が生じ

ることは稀ではない。1955年ジョンソン（W．Johnson）

はこれは吃音ではなく，流暢でない話し方であると主張

した。この非流暢性は殆んどが子供の発達とともに消え

るが，中には親が吃音であると思って気にしたりするこ

とで，学習され，発逮してしまうこともある・

　4－5才の幼児期での吃音は，環境への適応がしにく

かったり，母親のかかわり方にずれがあったりなどによ

って，子どもが情緒不安定になり，緊張を高あている場

合などに生じることが多い。従って，吃音が発生しやす

い子ども自身の問題と，環境を含む親子関係にっいての

問題との相互作用によると考えるのが妥当であろう。更

に就学をひかえている年齢であるために，親が吃音を注

意することによって，子ども自身が気にし，または，流

暢に話せないことでフラストレートされてしまうことが

ある。この場合，吃音は学習され，発達する。非流暢性

の話し方が吃音の第一段階で，この幼児期の発語に対す

る注意・努力のみられるものは第二段階である。放って

おけば，発吃による随伴運動やその固定化の第三・第四

段階ぺと発達する場合がある。

　吃音児の性格傾向については，多くの実験結果が出て

いるが，それらによると，要求固執傾向が強く，過度の

依存性が認められ，欲求不満耐性の弱さ，分離困難であ

り，社会適応性がやや低く，気持の表現がややためらい

がちなどである。これに対して親の養育態度を調べたい

くつかの結果によれば，母親または両親が支配的，過保

護，拒否的，矛盾タイプなどがあげられている。そして

子どもに吃音が発生すると，親子関係は上記の特徴的な

傾向の相互作用のため悪循畷が形成されることが多い。

　ここで扱った箏例Kの場合は，他の吃音のように治療
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の効果により，場面への不適応の改善や日常の耐性の改

善などができて醐緒鱒をと．購 く、すグ勲砂択
況であった。なぜなち1ば母親は』ひとり一で養育し亡い る

気持が強かったため，理性では解うている乙とでも両極・・

性の扱いをし，それがまた裏腹に出て，なかなか扱いのr

改響趣勘でいた陀、1騨に担鯵9騨力！勲
り，Kの扱レ｛にふわいがるとい』う気持が出てきた5母親

は良きパー トナーを得たわけである。 始めのうちは〕1義

父のKに対する扱いに不平を持ちながら母親はKのだめ己

に防波堤となった。そして今までのKの育て方を強調し，

義父に賛同させた。義父は昼間自分の娘を母親にみでも1

らうのだから，そのお返しに休日にはKと遊んでぐれる1 ；

ので，それもまたKの吃音に良い結果をもたらした5・し』

かしその反面，義父の観念が背景にしりぞいたことで，

義妹の方が新しい環境に合わせることを余儀なぐされて

結局相談所に行く破目になうた678回の帰りに｝・・Kが義

妹を突き倒した場面がそれらを物語っているように思う。・

母親はK を叱らず，義妹は声をおさえて泣いていた。義

父は娘のことで他の相談所に行ったというから，そこで

相談することによってレ義妹がよぐ・なり，」従って家庭も

円満になるのではないかと思う。

　他方治療場面では，Kは行動的であり，遊びには積極

的な発想を持つ方であるが，治療開始期にはK自身が吃

音を気にしていたこともあって，防衛的で緊張が高く，

行動もぎこちなかった。Kは間もなく治療者に受け容れ

られることで自信を持ち，攻撃的なプレイに移り，自己

主張もするようになり，緊張も解消できるようになった。

水痘にかかり3日間位，母親と家に籠り，退行現象もあ

　ったと思われるが，母親に甘えることがでぎた時から，

即孝情蝉、斡驚て～、櫛鴛の距離も急速に縮っ

　たよ一 に恵う。宜はよく話ずように濠り，動きも大きく

「、ねづて，ご生来の茶目ら気も出してきた。最後に，母親は

呂Kめために新しい父親を作ぢてくれた。幸いなことに，

　Kは義父を全面的に受け容れることができたQ　Kは会話

　にも行動にもギクシャクしたところが無くなり，家族の

．温もりを全身に感じぞいる様子である』る’ ㌧∵

r疲・ 在は，・家庭でも学校でも吃音は消失しド学級会め司

ゾ会をした時もK自身満足できだと母親から聞“ている。

ド何よりもKにとって義父の存在が好転を招きド情緒の安

‘・ ’定をみたが，1母親の再婚が治療の流れの中で適時であっ

　：1たということができ るb乙（またカンセラrが義妹のことを

　電話で聞いた時（7月），母親はr元気にしてま渉」ど

答えていた。，．．1パは、．r『、、」』ご
、、 け＝

’』・＿

　　　　　　　　　 r（・＝1＝　∵レ　　 一F　　I■ ド ト”　 ゲ
i　r

．　　　　　　＜参 ♪考、 』文・献＞τと』バ

、　権平俊子他 吃音と夜尿を主誘とした三才男児の門事

　例　日本総合愛育研究所紀要　第4集1968 q♪d・1・！i届

　 森脇要他，・情緒障碍④分類とその治療の研究r樟「吃音

　児一　日本総合愛育研究所紀要　第6集1970

　　森脇要他　陣害児の各種スクリーニング法の整理統合

　と処遇ガイダンスの体系化に関する研究』その2－

　r言語障害の研究』　日本総合愛育研究所紀要　第15集

　1979
　　小林重雄　吃音児　講座情緒障害児第1巻　黎明書房

　1972
　　東山紘久　遊戯療法の世界　創元社　1982
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Transltlon of Stutter wath the Change in Home Environment 

- rooess of Treatment for a Stuttering Boy by Play Therapy 
and Counseling for His Mother -

Kiyoe. YAMAMOTO. Toshiko. GONDAIRA 

A boy K. who had liyed with his mother alone since he was two year$ and six months old because 

of his father's death began to stutter after he entered a kindergarten. 

Accordingly, we started treating him by play therapy when he vyas five years and two months old. 

At the same time, his mother began to have a counseling session. 

During the treatment, he underwent such experiences as entering a school, mother's engagement 

and so on. So, his stutter sometimes got better but then got worse under treatment a$ he was easy to 

be affecte(~ by environment. 

But when K was six y~ars and nine months old, his emotional obstacle changed for the better and 

his stutter faded with his mother's remarriage and the settlement of his home environment. 

At the beginning of the treatment. K was timid and eouldn't adapt himself to the society. But a~the 

therapist~~ccepted him, he be came more and more aggressive, and at last turned to be a cheerful and = 

active boy: 

Therefore. we cla~ed his treatment when he was seven years and three months old 
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